
三昧塚古墳（行方市）

　　南側から見た三昧塚古墳/前方後円墳/5世紀後半の築造/楯形の周溝が巡る



　　　　　　説明坂が立っている



霞ヶ浦沿岸地域では、勅使塚古墳の出現によって幕を開けた古墳文化は、三昧塚古墳・権現山古墳、そして大日塚古墳と築かれ沖洲古墳群が
形成されていった



　　　　復元模型が置かれている







　後円部から前方部方向を見たところ



　　　　　　そこから右手の後円部を見たところ/周溝の雰囲気が感じられる



　　南東側から後円部を見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　これは東側から全景を見たところ



　　同じく北側から全景を見たところ



　　同じく西側から全景を見たところ



これは北西側から前方部を見たところ



　さて、これは前方部の墳頂に登って後円部方向を見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　　　同じく右手を見たところ/霞ヶ浦が見える



　　振り返って北西方向を見たところ



　　　　　さて、これは後円部墳頂から前方部方向を見たところ/後円部上には出土状況を示したパネルが設置されている



　　　くびれ部を見下ろしたところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



　　これが出土状況を示したパネル



あ石棺には金銅製の冠を被った成年男性が埋葬されていた



　　　　　　ここに眠る人物は、近畿地方の勢力と強い絆をたもちながら、霞ヶ浦の水運を掌握し、行方地域を制した大首長であろうという



　　　　一段下りて後円部から前方部方向を見たところ



　　　　もう一段下りて見たところ



　　　　　反対側で後円部から前方部方向を見たところ



　　　同じく一段下りて見たところ



　　　　　　反対に前方部から後円部方向を見たところ



　　　　反対側で前方部から後円部方向を見たところ



　　　　　　北東側から見た全景/沖洲集落付近に存在する諸古墳は全て台地上にあり、沖積低地にあるのはこの三昧塚古墳だけらしい
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